
令和 8年度第 1回 グループホームさやか 地域連携推進会議 議事録 

 

     日時：令和 8年 5月 31 日（日） 9：00～12：00 

     場所：社会福祉法人清心会 法人本部棟 多目的室 

     参加者： 理事長、副理事長、常務理事、グループホームさやか施設長 

          同副施設長、発達障害支援事業所たかしの施設長、同係長、    

地域連携推進員 利用者 K様、利用者家族 S様、地域関係者M様 

          福祉に知見のある方 I 様、経営に知見のある方 K様 

 

     議事進行：たかしの施設長 

 

1. 開会挨拶 

  理事長：お忙しいところお集まりいただきありがとうございます。今年でこの会議も

2年目に入ります。外部の目を入れて質を確保することがこの地域連携推進会

議の目的です。出席者の皆様の率直な疑問やご意見をいただき、施設運営に生

かしていきたいと思いますのでよろしくお願いします。 

 

2. 見学するホームについて 

  ホーム施設長：本日見ていただくホームは、ほし、そら、フレグランス、さんさん、き

らきら、りんご、銀河、すい星 の 8 ホームです。全体的に重度、高齢化が進ん

でいます。 

    

 

3. ホーム見学 

    9 時 5 分から 1時間 20 分間 会議中断 

 

    10 時 25 分会議再開 

 

4. 行動障害を中心とした障害特性について 

   たかしの施設長より、別紙資料について説明を行う 

発達障害・行動障害の理解： 発達障害を「本人の感じ方と伝え方の個性」と

捉え、脳の働きの違いによる敏感さやコミュニケーションの難しさを理解するこ

とが重要である。行動障害はわがままではなく「心の SOS」であり、言葉にでき

ない苦しさを行動で示している状態として支援している。 



具体的支援： 安心できる環境提供のため、写真、絵カードやイラストを用いた

スケジュール表、手順書、個室などの空間構成（環境設定）を活用している。

職員教育として、強度行動障害支援者養成研修（基礎・実践）を必須としてい

る。 

地域連携： 支援には医療との強固な連携が不可欠である。また、地域の中で

共に生きるため、買い物や地域活動への参加を積極的に行い、地域住民の

理解を広げていきたい。 

5. 意見交換  

M 様：親が動けなくなった後のホームの存在は心強く、職員のサポートには感謝し

かない。見学を通じて、特に 2階の部屋や個室の換気状態を改善してほしいと

感じた。お風呂のサポート範囲（見守りや直接的な介助）についてできる方と、で

きない方がいると思うので確認したい。 

たかしの施設長：一人ひとり支援度、介護度も違うので一概には言えないが、最低

でも見守りは行っている。風呂場での事故は非常に多く、危険が伴う。障害特性

があるので、目に見えない部分が洗えない方が多いので支援を行う。あざができ

ていないかなども確認する。 

S 様： 自立に向けて生活している方の部屋を見せていただいた。冷蔵庫も見せて

いただいた。自分だけで住んでいる部屋が散らかっている状態（ゴミ屋敷化）につ

いて、フレグランスの見学時、炊飯器の汚れや冷蔵庫の中身、部屋の散らかり

具合が気になった。自立を目指すにしても、100%ではなく 50%でも、ある程度の

ルールや職員による目配り・指導がないと衛生的に良くないのではないか。死に

至るような危険がない限り、本人の意思や「相手の一般尺度」を尊重することも

重要ではないか。 

日曜日の過ごし方として、ただホームにいるだけでなく、30 分程度でも外の空気

を吸うような散歩を取り入れてはどうか。コロナ前のようにスカイバスでの東京観

光など、非日常的な風景を楽しめる機会を今後も作ってほしい。 

 衣替えの時期など 現場職員が忙しく片付けまで手が回らないのであれば、季

節の変わり目などにポイントポイントで 「片付けチーム」のような手助け支援を

導入し、短時間で集中して環境を整える仕組みが必要ではないか。 



K 様： さやかは秩父でもトップクラスの組織規模であり、職員には誇りを持って活躍

してほしい。自分も消防で活動しているが、何かの時にはお役にたてることがあ

ると思う。ぜひ協力したい。 

I 様： 資料にある「正しく知っていただくこと」が重要であり、地域全体へ啓発活動を

広げてほしい。また、 グループホームの場所によって想定される災害（山火事

等）が異なるため、場所に応じた事業継続計画（BCP）の策定と、消防等との連携

を強化してほしい。地域の大企業として先頭に立って取り組むべきである。 

利用者 K様： 喧嘩などのトラブルがあった際、他の場所へ移動したいという希望 

がある。お祭りへの参加や、街中で暮らしたいという思いがある。過去の経験か

ら「ぴーす」という場所には苦い思いを持っている。バス旅行やカラオケ、特定の

場所（山梨など）への再訪を楽しみにしている。 

 

たかしの施設長：S様から頂いたご意見で、衣替えの時期時は頭を悩ませる。今日の

お話を参考にしていきたい。 

 

ホーム施設長：フレグランスの部屋で部分的にはきれいになっていたが、本人の自立

を目指しているので、本人が苦手なことなので手を出しすぎずに介入していきた

い。 

休みの日の過ごし方だが、何となくゆっくりしてしまうが、ホームによってはお出か

けするホームもある。衣替えの時期ではあるが、まだ毛布が出ているホームもあ

る。なかなか進まないホームもあるので、すきま時間でやっていただいているの

で声掛けして進めていきたい。 

 

理事長：中軽度の利用者の自立はホームを卒業して自立、単身で暮らすことを目

指しているが、さやかはもともと重度の方たちのサポートを原点としているので、

こちら主導でやりすぎてしまっていて意思決定を無視して介入しすぎているので

はないか。こちらの思った通りのことをしてしまっている。本人の自立を促す、本

人の能動的な動きを目指しているが、干渉しだすと干渉しすぎる、介入しないと

ほったらかしに見える。バランスが難しい。ほどよい距離感が標準化していない。

かたや放置、かたやおせっかいで、利用者がストレスを感じることもある。        

意思決定支援は難しい。ゴミ屋敷などは本人の自覚がないと気にもならない。ゴ

ミだと死なないし、きれいという感覚はさやかのサービスを使うようになって、きれ

いの感覚を養っていく方も多い。本人の理解できるやり方で、一緒に取り組むこ

とを目指している。 

 



副理事長：入所にいた方は鍛えられている。入所からホームへ移行しても、部屋

はさっぱりして過ごしていて、入った当時のままきれいな状態という方も多い。

その人らしく過ごして欲しいからあまり口出ししたくない。でもカビが生えだすと

放っておくわけにもいかず注意する。衣替えの時期は特に不安定になる。特に

銀河すい星は衣替えの時期はみんな不安定になる。職員都合では衣替えは

できない。 

 

たかしの施設長： 基本は、本人が納得いく形での支援を目指している。 

 

M 様：保護者が衣替えしてくれるところもあるのか。 

どのくらいの頻度で帰省するのか。 

 

ホーム施設長：ホーム全体で 5名くらい。 

 

理事長：あまりがんじがらめにすると自分の自由を追いもとめることになる。だか

らそういう方はあえて自由にさせている。危険もともなうが、携帯も持たせてい

る。 

 

I 様：ゴミ屋敷の話で、あの程度ではゴミ屋敷ではない。世間一般の尺度とはど 

の程度なのかわからない。利用者の世間一般をどのようにとらえるか。アパー

トだと転居するときに改修するのにデメリットが生じる。その方の生活歴、成育

歴等を見て関わっていくが難しいと思っている。 

 

理事長：一般的とか、常識的とかよくわからない。職員でもいろいろな方がいる。 

 

S 様：それでもきれいにするのはこういうことかと時間がかかっても教えて、支え

ていくことが大事なことなのではないか。 

 

M 様：うちの子供もどうしても直らない癖がある。 

 

理事長：意思決定支援でどこまで許すのか？衛生面など 権利と管理の問題。 

 

I 様：意思決定支援で、ご本人に重大な問題が出てくる場合がある。どこまで許 

容すればよいかを、サポートメンバーでそれ以上になったら考えようということ

にしている。修正しないといけないいろいろな問題、部屋の汚れ具合とか、生

命の危機を及ぼすようなことは全員で考えている。 



理事長：自分一人だと大変だが、みんなで考えていければよい。 

 

司会：これからもご本人の意思と言うものを第一に考えて進めていきたいので今

後ともご協力をよろしくお願いします。 

   以上で会議を終了します。 

 

 

 

 

 

 


